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は じ め に

　菓子木型とは、落雁や練物などの和菓子を作る道具のことで、日本では江戸時代初期頃

までに考案されたとされる。当初は、円や三角形などの単純な形であったが、元禄年間

（1688～1703）頃に和菓子文化の発展に伴い、華麗な文様の木型が誕生したといわれてい

る（1）。

　和歌山には、紀州徳川家の御用をつとめた老舗和菓子商・駿河屋の菓子木型とその絵手

本（見本帖）が多数伝わっている（2）。本稿では、この駿河屋の菓子木型の文様・デザイン

に注目し、その造形表現における意味と機能を探ってみたい。

1．駿 河 屋

　駿河屋は、寛正 2 年（1461）、京都伏見で、初代・岡本善右衛門が「鶴屋」という名で

創業したのがはじまりとされる。江戸時代には紀州徳川家初代の徳川頼宣（1602～1671）

に伴って和歌山入りし、代々、紀州徳川家の御用菓子司をつとめた。「鶴屋」から屋号を

「駿河屋」に改めたのは、貞享 2 年（1685）、紀州藩 3 代藩主・綱教が 5 代将軍綱吉の娘・

鶴姫を正室に迎えるにあたり、鶴屋と名乗るのを憚ったためとされる。駿河屋は現在にお

いても、「総本家駿河屋」として和歌山市駿河町に本店をおき、創業から 500 年を超える

老舗和菓子商として続いている。

　江戸時代における駿河屋の繁栄は、江戸時代後期に刊行された紀伊国の地誌『紀伊国名

所図会』後編（一之巻・嘉永 4 年〈1851〉）に掲載された図に象徴される〔図 1〕。『紀伊

国名所図会』は、紀伊国の地名や寺社、名所などが図入りで分かりやすく解説された書で

ある（3）。そこには、見開きで駿河屋の大いに賑わう様子が描かれている（4）。

　店内には、「砂糖蔵」や「御用」「西浜御殿」と記された文字や葵紋が確認でき、紀州徳

川家の御用菓子司であったことが確認できる。「西浜御殿」は、紀州藩 10 代藩主・徳川治
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宝（1771～1853）の別邸である。また、竈の火を焚く人、大釜をかき混ぜて小豆を煮る

人、お菓子を成形する人、蒸籠に饅頭を並べて蒸す人、出来上がった商品を運ぶ人、店頭

で販売する人など、仔細に描写されており、江戸時代における和菓子作りの一連の工程、

製造現場を知る上でも大変貴重である。また、それと同時に、日本における衛生管理の歴

史を語る上でも重要である。すなわち、店内でお菓子をつくっている職人たちが、頭巾と

ともにマスクをしているのである。近年、新型コロナウイルスの蔓延に伴い、マスクが注

目されているが、日本のマスクの歴史は明治時代初期が始まりとされている（5）。すなわち、

明治時代初期、工場内での粉塵よけとして作られたのが始まりであり、感染症予防として

使われるようになったのは、1918 年に世界的に大流行したスペイン風邪のときとされる。

しかしながら、『紀伊国名所図会』（1854 年）の図をみると、駿河屋の店内の職人たちは、

耳から掛けるタイプの布のようなものを口に覆っている〔図 2〕。つまりマスクを使用し

ているのである。このマスクの形状については、神職などが穢れをはらうために用いた

「口覆」に近いものではないかと思われる（6）。日本における「感染症」という概念は明治

時代以降のことであり（7）、今日の「感染症予防」のためのマスクは、当然近代以降となる

わけであるが、「粉塵除け」というような自分を守るためのものではなく、今日当たり前

図 1　駿河屋の賑わう様子
（『紀伊国名所図会』後編　嘉永４年・1851 年 国立国会図書館蔵）
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のように食品工場や医療現場で使用さ

れているような「衛生管理」のための

マスクは、江戸時代後期にはすでに使

われていたということは特筆できよ

う。

　このように江戸時代の駿河屋は紀州

徳川家の御用菓子司として、しっかり

とした衛生管理、組織的な作業体制が

確立され、そのベースをもとに、様々

な菓子木型が製作され、そこから美麗

な和菓子が数多く生み出されたという

ことである。駿河屋の「絵手本」をみると、色とりどりの趣向を凝らした様々なお菓子が

描かれており、それはまた一つの美術作品としても捉えることができよう。

　美術作品は人間がつくったもの、人間が価値づけたものとして、後世に伝え残されてい

く。しかしながら、和菓子はモノとして後世に残らない。それは食べ物にほかならず、消

費されるものだからである。菓子木型はそれを作るためのガワであって、ある種の抜け殻

みたいなものといえる。

　残されたモノを時系列に沿って価値づける美術史において、モノとして残っていないも

の、残らないものはなかなか評価されない。また製作目的として、消費される前提である

というのもその価値判断に少なからず影響される。和菓子というものは、まさにそれに含

まれるといえるだろう。和菓子を美術史の中で位置づけるとき、そこに難しさがあるとい

える。

　江戸時代に作られた駿河屋の和菓子は、現在はモノとして残されていないが、「絵手本」

によって、モノ、つまり当時作られた和菓子がどのようなものであったかがわかる。それ

は、視覚的に目で見ても楽しめるものが多いが、なぜそのような文様・デザインをしてい

るのかという視点でみると、そこには必ず何かしらの意味が込められているといえる。

　まず、駿河屋の菓子木型の文様を概観してみると、吉祥的なモチーフが多いことに気づ

かされる。たとえば、駿河屋の商標としても用いられている「鶴寿紋」の木型〔図 3〕は、

「鶴寿（つることぶき）」という、文字通り「鶴」と「寿」の字を組み合わせて図案化した

紋である。鶴は千年の寿命を保つといわれることから、鶴寿は、長生き・長寿・長命の象

徴を表している。また駿河屋がもともと名乗っていた鶴屋の「鶴」とのダブルイメージも

込められているものと思われる〔図 4〕。

　また、「万代糕
こう

」という菓子木型〔図 5〕は、いわゆる七宝文の文様で、七宝とは仏教

図 2　マスクをして作業をする人々
（『紀伊国名所図会』後編・1851 年より）
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の経典に載る「七つの宝」のこと、すなわち富貴を表している。また無限に連鎖する金の

輪が交叉していることから、「無限の子孫繁栄」などを意味する。「絵手本」によると「万

代糕」は朱色をしており、菓子木型にも紅が残っていることが確認できる〔図 6〕。その

ほか、「天鶏」、「比翼糕」、「雲井の船」などの菓子木型もそれぞれ吉祥モチーフとしてと

らえることができる。

　このように菓子木型には、吉祥文などのデザインが非常に多い。その理由は、一つに和

菓子という性質があろう。これは駿河屋に限ったことではないが、祝儀などの贈答などに

用いられる、その機能が多かれ少なかれ和菓子のデザインに反映されているといえる。そ

して、駿河屋の和菓子については、やはり注文主である紀州藩主の趣向、好みが反映され

ているといえるだろう。次に具体的な菓子木型の文様を幾つかみていきたい。

2．笹 蔓 糕

　この木型は、笹蔓文の木型で、松かさと笹、六弁の花があしらわれている〔図 7〕。「絵

手本」にも掲載されており〔図 8〕、それによると、天保 14 年（1843）に藩主から依頼を

図 5　菓子木型「万代糕」
江戸時代（文政年間：1818～1830 年）
和歌山市立博物館蔵　　　　　　　　

図 4　「総本家駿河屋」の紋
（「総本家駿河屋」ウェブサイトより）

図 3　菓子木型「鶴寿紋」
 明治時代　和歌山市立博物館蔵　　　　
（『紀伊国名所図会』後編・1851 年より）

図 6　「万代糕」（駿河屋絵手本より）
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵
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受けて製作したものであるという（8）。「絵手本」では、「笹蔓糕」として、朱、藍、白、紫、

黄の五色が掲載されており、色彩豊かなお菓子に仕上げられていたことがわかる。この文

様は、総本家駿河屋の包装紙や手提げ袋のデザインとして現在も使われており〔図 9〕、

和歌山では馴染み深い文様である。

　まず、この文様の意味について考えてみたい。「笹蔓糕」の文様は、円の中に松かさと

笹と六弁の花の 3 つのモチーフが蔓状にあしらわれている。松かさは、すなわち「松」、

笹は「竹」、六弁の花は「梅」に見立てられている。つまり、ここでは「松竹梅」の吉祥

文様が表現されているのである〔図 10〕。祝言などの進物として製作されたものと思われ

るが、日本的な吉祥文「松竹梅」の文様ではなく、その変化形である「笹蔓文」としたの

は、このお菓子を作らせた藩主の好みの反映ととらえることができよう。つまり、紀州徳

川家 10 代・徳川治宝の中国趣味、唐物への憧れというものが、そこにはあったものと思

図 7　菓子木型「笹蔓糕」
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵

図 8　「笹蔓糕」（駿河屋絵手本より）
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵

図 9　「総本家駿河屋」の包装紙
（「総本家駿河屋」ウェブサイトより）

図 10　「笹蔓文」
（駿河屋絵手本より）
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われる。治宝は、19 歳で 10 代藩主に就任後、

和歌山城下に学習館・医学館を、江戸紀州藩邸

に明教館を開設するなどし、文化的事業や藩政

改革を積極的に行った。一方、芸術にも造詣が

深く、自らも書画を制作し、作陶を行い、雅楽

を楽しむといった多趣味な殿様であった。とく

に茶道や陶芸への関心は非常に高く、表千家の

家 元 で あ る 了 々 斎（1775～1825） や 吸 江 斎

（1818～1860）、京都の陶工・楽旦入（1795～

1854）らを別邸・西浜御殿に招き、茶道や作陶

を行うなど、芸術文化の発展に貢献した（9）。

　治宝が描いた絵画や西浜御殿で作らせた偕楽

園焼などの焼きものや漆器からは、とりわけ中

国趣味を強く反映させた画題やデザインが看取

できる。「絵手本」にみられる和菓子のデザインも、このような治宝の趣向が反映されて

いるものと考えられよう。

　笹蔓糕の笹蔓文については、たとえば、「萌黄地花唐草文様緞子 笹蔓緞子」（中国・明

時代、15～16 世紀、東京国立博物館蔵）〔図 11〕のような、中国から日本にもたらされた

名物裂の影響が想定できる。この名物裂は、笹蔓緞子という中国明時代に作られた絹織物

で、萌黄の地に金の糸で、笹と松かさと六弁の花が織られており、微妙な色合いが美しい

中国の吉祥文様である。また、紀州徳川家伝来の大名物「漢作文琳茶入 銘 苫屋」（中国・

南宋時代、13 世紀、徳川美術館蔵）の仕覆も「萌黄地笹蔓緞子」が用いられており、治

宝は、このようなデザインをみて「笹蔓糕」を作らせたのではないかと想定できる。

　このような治宝の中国趣味の趣向は、駿河屋の木型においては、「紫更紗」（文政年間・

1818～1830 年）や「きれかがみ」（弘化 2 年・1845 年）など、裂地の文様をお菓子へと応

用するというものも多く見受けられる。これらは「絵手本」では、原色に近い鮮やかな色

が用いられており、偕楽園焼と同様に、中国趣味を帯びたその作風は、紀州の和菓子の特

徴の一つともいえよう。

3．雪 花 糕

　この木型は、正方形の型のなかに 6 種類の雪の結晶のような文様がみられ〔図 12〕、「絵

手本」にも掲載されている。「絵手本」の図には、「雪花糕」とあり、雪の結晶を表現した

図 11　萌黄地花唐草文様緞子 笹蔓緞子
（部分）中国・明時代（15～16 世紀）
東京国立博物館蔵　　　　　　　　
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ものであることがわかる〔図 13〕。ま

た、紫色と朱色の 2 種類のお菓子に仕

上げられたことがわかる。この雪の結

晶のデザインは、江戸時代後期に全国

的に流行したもので、この木型の文様

もその流れの中に位置づけられる。す

なわち、土井利位著『雪華図説』（天

保 3 年〈1832〉刊）〔図 14〕からのデ

ザインの翻案がみられるのである。

『雪華図説』とは下総国古河藩（現在

の茨城県古河市）の藩主・土井利位

（1789～1848）が著した本で、日本で

初めての雪の結晶の図譜である。利位

は、雪に魅せられた人物として知ら

れ、老中首座として幕政にもかかわ

り、職務の傍ら、20 年以上をかけて

雪の結晶の観察を行い、本書を完成さ

せたのである。雪の結晶は、「雪華」

として記録され、雪の結晶の神秘的な

美しさが、本書の刊行によって、当時

の人々に広く知られるようになったの

である。そして絵画や工芸品、着物な

どの装飾文様にも取り入れられていっ

た（10）。『雪華図説』に掲載された雪の

結晶の図は合計 183 種類にのぼる。ま

さに雪の結晶の「もようづくし」とい

える。

　駿河屋の木型「雪花糕」にみられる

文様と『雪華図説』の図とを比較する

と、6 つの文様すべてが確認できる

〔図 15〕。おそらく、紀州徳川家の徳

川治宝は、この土井利位の『雪華図

説』を大名家のネットワークを通じて

図 12　菓子木型「雪花糕」
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵

図 13　「雪花糕」（駿河屋絵手本より）
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵

図 14　土井利位『雪華図説』
天保３年（1832）　国立国会図書館蔵
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いちはやく入手し、自然が生み出したこの神秘的なデザインを、「お菓子」というかたち

で、プロデュースしたのではないだろうか。「雪花糕」の木型には、「嶋作彫」「嶋作出来」

の墨書があり、天保年間を中心に活躍したとみられる菓子形師・嶋作兵衛が手掛けたもの

である（11）。時期的にみても『雪華図説』が出版された間もない時期、天保年間に作られ

たものと考えられよう。

　雪の結晶は、人間がつくった人工的なものではない、自然が生み出したデザインであ

る。そのような自然界に存在するデザインに人間が気づいたとき、当時の人々は、そのデ

ザインとどのように向き合ったのか、ということを考えるうえでも興味深い事例である。

4．本ノ字饅頭

　次に「絵手本」に掲載されている「本ノ字饅頭」〔図 16〕のデザインについてみてみた

い。「本ノ字饅頭」は、その名のとおり、饅頭の表面に「本」の字が刻まれていて、現在

でも総本家駿河屋にて製造販売されている和歌山の名物和菓子である。「絵手本」には、

図の下に材料として「さとう、小麦、御さけ、小豆あん」と記されている。現在において

も同じ材料で作られており、小麦粉の生地に、甘酒を練りこんで自然発酵させ、小豆こし

餡を包んで蒸し上げたあと、表面に「本」の字の刻印を捺すという酒饅頭である。この

「本ノ字饅頭」は、さきに触れた紀伊国の地誌『紀伊国名所図会』後編（一之巻・1851 年）

にも掲載されている〔図 17〕。そこには、駿河屋の看板商品として、「菓子形数千品あり

といへども、本字の焼印あるは慶元以前よりの形なりといふ。焼饅頭の始なるべし。」と

記されている。すなわち、駿河屋には江戸時代後期（1851 年）にすでに菓子型が数千品

伝わっていること、その中でも「本」の字の焼印は、慶元（慶長年間、1596～1615 年）

以前からの型であり、焼饅頭の元祖であるということが紹介されている。この「本」の字

図 15　（左）「雪花糕」（駿河屋絵手本より）、（右）土井利位『雪華図説』より

圏圃図口麗へ`
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の由来については、諸説あるが、紀州徳川家初代・徳川頼宣が領地経営の理念を説いた

「父母状」がもとになっているという（12）。「父母状」とは、頼宣が自ら起草し、紀州藩の

儒学者・李梅渓（1617～82）が清書して領民に与えた教訓である。藩政の規範や教育の指

針として広く領民に読み聞かせ、寺子屋での習字の手本などにも使われた。具体的な内容

は次のとおりである。

　「父母に孝行に法度を守りへりくだり、奢らずして面々家職を勤め、正直を本とするこ

と、誰も存たることなれども、いよいよ能く相心得候ように常に下へ教へ申し聞かすべき

者なり」（13）つまり、親孝行の大切さや法律を守ること、正直を本（第一）とすることな

ど、儒教に基づく思想が説かれているのである。

　「本ノ字饅頭」は、この「父母状」の本文にある一文「正直を本とすること」から「本」

の一字を取ったといわれている。饅頭自体が、頼宣の命で製造されたのかは定かではない

が、駿河屋は、紀州徳川家の御用菓子司として、饅頭を城内に収めたほか、歴代藩主の参

勤交代のときには道中の携行食として江戸まで持ち込まれたという。このことから、藩の

関与は少なからずあったものと思われる。

　つまり、儒教の思想を象徴的にあらわした漢字の一文字を図案化して、和菓子という食

物に刻印する。そして食べさせる。これは領民に藩主の理念を説く、最適の方法の一つで

はないだろうか。現代においても、この「本ノ字饅頭」は、和歌山の人々にとっては馴染

み深い和菓子の一つであるが〔図 18〕、それを食するとき、「本」の一字の意味をそれほ

図 17　『紀伊国名所図会』後編
嘉永４年（1851 年）

図 16　「本ノ字饅頭」（駿河屋絵手本より）
江戸時代後期　和歌山市立博物館蔵
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ど深く考えたりはしない。しかしながら、江

戸時代の紀州藩の領民にとっては、「本」の

一字の儒教的な意味を理解したうえで食した

ものと考えられる。

　藩主である頼宣、あるいは頼宣の意を汲ん

だ駿河屋が、「本」の一字を図案化して、饅

頭という和菓子に儒教的メッセージを込めて

人々に伝える。領地支配をスムーズに行うに

はどのような方法をとればよいのか、つまり

それはデザインの機能、効用を理解していたからにほかならない。また「本」の字が隷書

体でデザイン化されているのも、儒教的なイメージと一体化させているものと思われ

る（14）。つまり、「本ノ字饅頭」は、単なる和菓子ではなく、領地支配のための一つのメ

ディアとしての機能を担ったものであったと考えることができよう。

お わ り に

　最後に資料としての駿河屋の菓子木型について触れたい。これまでみた駿河屋の「菓子

木型」と「絵手本」は、令和 2 年（2000）5 月に新たに和歌山市指定文化財（有形民俗）

に指定された（15）。大名が命じて作られた江戸時代の菓子木型が、絵手本を伴ってこれだ

けの規模で現存している例は全国的にも稀有であるという理由である。しかしながら、こ

こに至るまでは決して平坦な道のりではなかったのである。

　平成 26 年（2014）、駿河屋は経営破綻し、そのとき江戸時代から伝えられてきた「菓子

木型」と「絵手本」が散逸してしまう危機に直面した。そのとき立ち上がったのが和歌山

県内の学芸員たちである。筆者もそれに関わった一人であるが、「和歌山の貴重な資料を

散逸させるわけにはいかない」と各施設・機関の垣根を超え一丸となって、資料保全に動

いたのである（16）。膨大な資料の整理と目録づくり、破産管財人との交渉などが着々と進

められた。そして、平成 27 年（2015）に散逸の危機を免れて、和歌山市立博物館の所蔵

となった。さらに平成 29 年（2017）には、特別展「美尽し善極める― 駿河屋の菓子木

型」という展覧会が同館で開催され、旧駿河屋の資料が一堂に展観された。駿河屋の経営

も平成 27 年（2015）より新たに再出発となったのである。

　その後、菓子木型を使った型抜き体験など教育普及活動へと展開し、令和元年（2019）

には日本で初めて開催された国際博物館会議（ICOM）京都大会の和歌山でのオフサイト

ミーティングにおいて、世界中の学芸員や研究者たちに駿河屋の菓子木型の紹介を兼ねて

図 18　本ノ字饅頭　総本家駿河屋
（「総本家駿河屋」ウェブサイトより）
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の型抜き体験が行われた。このような博物館の地道な活動も今後もっと評価されるべきで

あろう。

　そして、令和 2 年（2020）には、駿河屋の菓子木型と絵手本の文様、意匠、そしてその

デザイン性が注目され、初めて美術館（和歌山県立近代美術館）で展示された。

　駿河屋の菓子木型の研究はまだ緒についたばかりであるといってよい。今後は、歴史・

文学、文化史、そして美術史など各分野からのアプローチのみならず、各研究分野との連

携、他地域との比較など、横断的な研究を行うことが重要であろう。駿河屋の菓子木型に

ついて、引き続き注目していきたい。

　本稿は、企画展「もようづくし」Web シンポジウム「もようがたり」（和歌山県立近代美術館、
2020 年 6 月 23 日公開／ https://bit.ly/momaw20200623）において報告した内容に加筆し、修正を加
えたものである。なお、本稿において言及した資料（菓子木型）は、同展において出品されたものに
限定される。他の重要な資料については稿を改めたい。
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